






PETカメラは、陽電子が消滅（電子対消滅）するとき生じる 

１対の０．５１ＭｅＶγ線を計測して断層画像を得る。 

コリメータがないので高感度。 



E=mc2 
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123I-IMP (RI標識アンフェタミン 脳血流SPECT) 
Diamox （アセタゾラミド：脳血管拡張作用をもつ） 





18F-FDG PET ６ｍCi 撮像10分 



FDG 全身PET 
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Filtered Back Projection  
重畳積分フィルタ逆投影法 FBP 
フーリエ変換による再構成画像計算 













             Step and shoot         Continuous rotation 





２８年 国家試験            解答 ２ 



180度収集       360度収集 

360度収集の心筋ＳＰＥCT像の方が、下壁の 
描画が良く、定量性が保たれている（吸収アー
チファクトが少ない）が、撮像時間が長いので 
体動アーチファクトを受けるリスクは増える。 



信号/雑音比、 Ｓ/Ｎ 比、 Signal/Noise Ratio 
計数値 ｎ に 含まれる 統計雑音は、√ｎ 
S/N 比 = ｎ / √ｎ 
n が４倍になれば、√ｎ は ２倍になるので 
S/N 比 は ２倍になる。 
 

システム分解能の半分の画素長で収集する。 
システム分解能とは、 
装置が弁別できる２点間の最小距離（FWHM）. 
例えば、システム分解能が 4mm の装置では 
2mm のピクセルサイズで収集しなければ 
4mm波長のデジタルデータは得られない。 
（AD変換のサンプリング定理） 



心筋SPECTの円軌道収集  
患者中心軸とカメラの距離を一定にしてSPECTデータ収集  
心筋SPECTの近接軌道収集  
患者体表とカメラの距離をセンサーで最小に保ちSPECTデータ収集  
 





密度の高い（重い）結晶ほど、高エネルギーγ線と相互作用を 
起こしやすい（線減弱計数が大きく、光りやすい。感度が高い）。 
光の減衰時間が短い結晶ほど数え落しが少ない（計数率直線性がよい）。 

ＰＥＴに使うγ線エネルギーは０．５１ＭｅＶで、一定なので、 
結晶のエネルギー分解能は悪くても、あまり困らない。 



PET装置のシンチレータ 

PET検査は、RIの半減期が非常に短いため大量の放射能を患者に 
投与するので、高放射能での計数率減衰（計数率直線性の低下）は 
PETにとって致命傷になる。 









逐次近似画像再構成法 MLEM法 

Maximum Likelihood Expectation Maximization 







131Ｉ 全身シンチグラフィ 
ＨＥＧＰコリメータ 

局所的に非常に強い放射能分布が存在
すると 

星芒状アーチファクトが描画される。 

コリメータの孔と孔の間隔（隔壁）に 

薄い部位が規則的に存在するのが原因。 



リング状アーチファクト 

ＵＦＯＶ内の感度が不均一だったり、
回転中心がずれると生じる 







心電図同期 （ECG-multi-gated）収集。 

心電図のR-R間隔（約0.6～1秒）を、8～16分割（フレーム）して 

約500心拍撮像。１フレームあたり、約0.05秒間の画像を500回重ねて
撮ることになる。 

不整脈のある症例では、さらに多くの心拍数を撮像する必要がある。 



拡張末期像 

収縮末期像 

心電図同期 心筋ＳＰＥＣＴ 
 心臓の拡張期、収縮期の 
 断層画像が得られる。 
 正確な心筋病変の検出、 
 心筋壁の運動状態、 
 左室駆出率算出が可能。 



心筋SPECTで見えるのは左室心筋 



１５O-CO gated PET (心電図同期心臓ＰＥＴ)の 
 左室駆出率（LVEF）測定 
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SPECTの前処理フィルタ（Pre-filtering）  プロジェクションデータのフィルタ処理 





  Butterworth filter SPECTの前処理フィルタ（Pre-filtering）  プロジェクションデータのフィルタ処理 
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